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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 23,298 11.0 2,289 53.9 2,237 50.8 1,502 28.2
2026年３月期第１四半期 20,980 3.0 1,487 △4.3 1,483 △18.0 1,172 △11.3

(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期 1,513百万円( 34.3％) 2026年３月期第１四半期 1,126百万円(△14.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 59.10 ―
2026年３月期第１四半期 46.15 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 114,431 49,191 42.9
2026年３月期 110,498 49,432 44.7

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 49,142百万円 2026年３月期 49,380百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 0.00 ― 69.00 69.00
2027年３月期 ―
2027年３月期(予想) 33.00 ― 50.00 83.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 50,000 20.4 4,100 66.5 4,100 60.0 2,900 37.4 114.03
通期 107,000 21.5 10,000 31.2 10,000 25.6 7,100 19.9 279.18

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 － 社（社名） 、除外 － 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 27,350,000株 2026年３月期 31,850,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,918,596株 2026年３月期 6,418,525株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 25,431,436株 2026年３月期１Ｑ 25,399,375株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページの「連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2026年４月１日～2026年６月30日）における我が国経済は、雇用・所得環境の改善

や企業の設備投資を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、中東地域を巡る地政学的リスクの高まり

に伴う資源価格の上昇や為替相場の変動等により、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

世界経済におきましては、全体として緩やかな成長を維持したものの、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格

の上昇や物流面での不確実性の高まりが景気の下押し要因となりました。中国では不動産市況の低迷や雇用環境悪

化等により内需回復の勢いが鈍化し、米国ではＡＩ関連を中心とした設備投資が景気を下支えした一方で、関税政

策の影響や人件費の上昇等によるインフレ圧力の継続に加え、通商政策の動向等を背景に、不透明感が継続しまし

た。欧州においては、雇用環境の改善を背景に個人消費は底堅く推移しました。

当社の主要な販売先である造船・海運業界におきましては、既存船の更新やデュアルフューエル機関をはじめと

する環境対応型船舶の建造が進みました。また、環境規制への対応や燃費性能向上を目的とした新造船需要が引き

続き堅調に推移し、国内外の造船所は高水準の手持ち工事量を確保しております。

このような企業環境下、当社グループにおきましては、メンテナンス関連売上が引き続き堅調に推移するととも

に、ばら積み船やタンカー向け等の中小型機関を中心とした機関販売が伸長しました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は23,298百万円（前年同四半期比11.0%増）となり、利益面

におきましては、営業利益は2,289百万円（前年同四半期比53.9%増）、経常利益は2,237百万円（前年同四半期比

50.8%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、1,502百万円（前年同四半期比28.2%増）になりました。

当社および連結グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。

＜内燃機関部門＞

イ）舶用機関関連

機関売上の増加ならびに為替の影響等により、売上高は21,360百万円（前年同四半期比14.3%増）、セグメ

ント利益は3,599百万円（前年同四半期比33.3%増）となりました。

ロ）陸用機関関連

機関売上が減少したこと等により、売上高は832百万円（前年同四半期比32.2%減）、セグメント損失は223

百万円（前年同四半期は239百万円のセグメント損失）となりました。

従いまして、当部門の売上高は22,193百万円（前年同四半期比11.4%増）、セグメント利益は3,376百万円（前年

同四半期比37.2%増）となりました。

＜その他の部門＞

イ）産業機器関連

アルミホイール部門に関しましては、販売数が減少したことにより売上高は減少となり、セグメント利益

は販売構成が変化したことにより増加となりました。

ロ）不動産賃貸関連

不動産賃貸関連に関しましては、売上高は微減となり、セグメント利益は減少となりました。

ハ）売電関連

売電関連に関しましては、売上高は減少となり、セグメント利益は増加となりました。

ニ）精密部品関連

精密部品関連に関しましては、売上高は増加となり、セグメント利益は減少となりました。

従いまして、当部門の売上高は1,104百万円（前年同四半期比4.5%増）、セグメント利益は41百万円（前年同四半

期比47.5%減）となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における資産の部では、現金及び預金が前連結会計年度末に比べ278百万円減少と

なりました。受取手形、売掛金及び契約資産は、前連結会計年度末の売上債権の回収が進み2,925百万円減少となり

ました。一方で、棚卸資産は、前連結会計年度末に比べ4,125百万円増加となりました。流動資産その他は、主に前

払費用の増加により1,842百万円増加となりました。その結果、資産の部合計が、前連結会計年度末に比べ3,932百

万円増加し、114,431百万円となりました。

負債の部では、支払手形及び買掛金と電子記録債務の合計が前連結会計年度末に比べ1,648百万円増加となりま

した。借入金の合計は主に運転資金への充当を目的として2,815百万円増加し、流動負債その他は主に固定資産未払

金の増加により1,956百万円増加しました。一方で、未払法人税等は納付により973百万円減少し、賞与引当金は781

百万円減少しました。その結果、負債の部合計が、前連結会計年度末に比べ4,174百万円増加し、65,240百万円とな

りました。

純資産の部では、自己株式の消却を実行したことにより、資本剰余金、利益剰余金および自己株式がそれぞれ減

少しました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上があった一方、配当金の支払により、純資産の部合

計は、前連結会計年度末に比べ241百万円減少し、49,191百万円となりました。当第１四半期連結会計期間末におけ

る自己資本比率は、前連結会計年度末から1.7ポイント低下して、42.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。

なお、本資料は発表日現在において入手可能な情報に基づいた見通しであり、実際の金額は、今後の様々な要因

によって変動する場合があります。



ダイハツインフィニアース株式会社(6023) 2027年３月期 第１四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,330 23,052

受取手形、売掛金及び契約資産 19,385 16,459

棚卸資産 21,593 25,719

その他 3,629 5,471

貸倒引当金 △13 △12

流動資産合計 67,924 70,689

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,973 11,817

機械装置及び運搬具（純額） 7,572 8,986

土地 6,497 6,497

建設仮勘定 6,899 7,079

その他（純額） 1,844 1,767

有形固定資産合計 34,787 36,148

無形固定資産 564 543

投資その他の資産

投資有価証券 2,743 2,889

繰延税金資産 3,888 3,559

その他 593 603

貸倒引当金 △3 △2

投資その他の資産合計 7,222 7,049

固定資産合計 42,573 43,741

資産合計 110,498 114,431
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,745 8,650

電子記録債務 4,460 4,204

短期借入金 12,656 15,518

リース債務 38 33

未払法人税等 1,400 426

契約負債 9,351 9,413

賞与引当金 1,419 637

役員賞与引当金 143 41

未払費用 5,714 5,112

その他 3,709 5,665

流動負債合計 45,639 49,705

固定負債

長期借入金 6,729 6,682

リース債務 55 51

役員退職慰労引当金 54 38

退職給付に係る負債 5,926 6,104

資産除去債務 293 292

その他 2,368 2,365

固定負債合計 15,427 15,534

負債合計 61,066 65,240

純資産の部

株主資本

資本金 2,434 2,434

資本剰余金 2,253 2,171

利益剰余金 53,644 45,659

自己株式 △11,147 △3,332

株主資本合計 47,185 46,933

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,018 1,117

繰延ヘッジ損益 △279 △338

為替換算調整勘定 321 364

退職給付に係る調整累計額 1,135 1,065

その他の包括利益累計額合計 2,195 2,209

非支配株主持分 52 48

純資産合計 49,432 49,191

負債純資産合計 110,498 114,431
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 20,980 23,298

売上原価 16,179 17,416

売上総利益 4,800 5,881

販売費及び一般管理費

販売費 2,261 2,463

一般管理費 1,051 1,128

販売費及び一般管理費合計 3,312 3,592

営業利益 1,487 2,289

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 19 25

業務受託料 17 18

貸倒引当金戻入額 1 1

雑収入 52 23

営業外収益合計 94 70

営業外費用

支払利息 36 65

為替差損 55 48

雑損失 8 8

営業外費用合計 99 122

経常利益 1,483 2,237

特別利益

国庫補助金 － 83

特別利益合計 － 83

特別損失

固定資産廃棄損 32 3

固定資産圧縮損 － 83

特別損失合計 32 87

税金等調整前四半期純利益 1,451 2,233

法人税、住民税及び事業税 258 399

法人税等調整額 13 334

法人税等合計 272 734

四半期純利益 1,178 1,499

非支配株主に帰属する四半期純利益
又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

6 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,172 1,502
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 1,178 1,499

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30 99

繰延ヘッジ損益 33 △59

為替換算調整勘定 △18 42

退職給付に係る調整額 △97 △69

その他の包括利益合計 △51 14

四半期包括利益 1,126 1,513

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,120 1,517

非支配株主に係る四半期包括利益 6 △3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

（自己株式の消却）

当社は、2026年５月８日開催の取締役会の決議に基づき、2026年５月29日付で自己株式4,500,000株の消却

を実施しました。これにより、資本剰余金82百万円、利益剰余金7,733百万円および自己株式7,815百万円が

それぞれ減少しました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金が2,171百万円、利益剰余金が45,659百万円、

自己株式が3,332百万円となっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 750百万円 919百万円
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（セグメント情報等の注記）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日) (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高

外部顧客への
売上高

18,694 1,229 19,923 1,056 20,980 ― 20,980

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 18,694 1,229 19,923 1,056 20,980 ― 20,980

セグメント利益又
は損失(△)

2,700 △239 2,461 78 2,539 △1,051 1,487

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日) (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高

外部顧客への
売上高

21,360 832 22,193 1,104 23,298 ― 23,298

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 21,360 832 22,193 1,104 23,298 ― 23,298

セグメント利益又
は損失(△)

3,599 △223 3,376 41 3,417 △1,128 2,289

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

1）生 産 実 績

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

セグメントの名称 数 量 金 額
前年同四半期増減率

馬力 ％

内燃機関部門

舶用機関関連 314,904 21,360 14.3

陸用機関関連 1,201 832 △32.2

その他の部門 ― 947 5.5

合 計 23,141 11.1

（注）①金額は、販売価格によっております。

②上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2）受 注 実 績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

セグメントの名称
受注高 受注残高

数 量 金 額
前年同四半期

増減率
数 量 金 額

前年同四半期
増減率

馬力 ％ 馬力 ％

内燃機関部門

舶用機関関連 408,927 24,860 △24.5 2,575,692 105,783 30.9
(16,841) (66,699)

陸用機関関連 6,953 6,271 69.9 103,495 14,957 55.5
(6) (567)

その他の部門 ― 1,168 9.7 ― 1,917 30.8
(―) (―)

合 計
32,300

△14.3
122,659

33.4
(16,847) (67,267)

（注）①金額は、販売価格によっております。

②（ ）内は輸出受注高、輸出受注残高を示し、内数であります。

③上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

3）販 売 実 績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

セグメントの名称 数量 金額 輸出比率 前年同四半期増減率

馬力 ％ ％

内燃機関部門

舶用機関関連 314,904 21,360 70.6 14.3

(15,074)
陸用機関関連 1,201 832 0.7 △32.2

(6)
その他の部門 ― 1,104 ― 4.5

(―)

合 計
23,298

64.7 11.0
(15,080)

（注）①（ ）内は輸出高を示し、内数であります。

②主要な輸出地域及び割合は次のとおりであります。

アジア（77.3％）、欧州（13.7％）、中南米（4.6％）、北米（3.7％）、その他（0.7％）

③「その他の部門」には精密部品関連(701百万円)、産業機器関連(246百万円)および不動産賃貸関連等

(156百万円)を含んでおります。

④上記の金額には、消費税等は含まれておりません。


